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「
高
齢
者
分
野
」
が
最
多
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
関
す
る
記
述

が
目
立
つ 特集

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
か
ら
見
た
地
域
の
福
祉
課
題

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
か
ら
見
た
地
域
の
福
祉
課
題

地
域
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
福
祉
ニ
ー
ズ
・
福
祉
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

2014.3.１福祉情報おきなわ

　
沖
縄
県
社
協
で
は
、平
成
24
年

か
ら
事
務
局
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
か
ら
み
た
地
域
の
福

祉
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
活
動

を
行
っ
た
。今
号
で
は
、そ
の
調
査

結
果
概
要
を
報
告
す
る
。

　

福
祉
ニ
ー
ズ
、
福
祉
課
題
と

し
て
一
番
多
か
っ
た
回
答
は

「
高
齢
者
分
野
」
で
全
体
の
33
・

2
%
を
占
め
た
。
そ
の
中
で
も

と
り
わ
け
多
か
っ

た
の
が
「
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
」
に

関
す
る
記
述
で
、

食
事
作
り
や
買
い

物
等
の
生
活
能
力

の
低
下
を
支
え
る

支
援
の
必
要
性
や

災
害
時
の
支
援
を

心
配
す
る
意
見
が

目
立
っ
た
。
ま

た
、
地
域
住
民
と

の
交
流
の
減
少
や

高
齢
者
を
気
に
掛
け
る
人
が
い

な
い
等
の
問
題
に
よ
り
、
孤
立

死
等
を
心
配
す
る
声
も
挙
げ
ら

れ
た
。

「
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
」
へ
の

対
応
で
悩
み

　

全
体
の
15
・
2
%
を
占
め
た

「
児
童
分
野
」
で
は
「
不
登
校
・

引
き
こ
も
り
」
が
課
題
と
し
て
多

く
挙
げ
ら
れ
た
。
学
校
と
の
連

携
で
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
ど

こ
ま
で
か
か
わ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
悩
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
10
代
の
若
年
女
子
に

よ
る
出
産
の
増
加
や
、
両
親
の

離
婚
等
に
よ
る
家
庭
環
境
の
複

雑
さ
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放

棄
）
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
養
育

能
力
に
欠
け
た
保
護
者
の
存
在

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

経
済
的
困
窮
を
起
因
と
す
る
生

活
課
題
が
多
数

「
生
活
困
窮
分
野
」
は
全
体
の

14
・
8
%
で
あ
っ
た
が
、
他
分

野
に
分
類
さ
れ
た
回
答
に
お
い

て
も
、
経
済
的
困
窮
を
背
景
と

す
る
福
祉
課
題
が
非
常
に
多
く

挙
げ
ら
れ
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
も
と
に
は
生
活
保
護

受
給
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
」
を
含

め
、
生
活
困
窮
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
一
方
で
、
稼
働
年

齢
層
の
経
済
的
困
窮
に
つ
い
て

は
、
就
労
意
欲
が
低
い
な
ど
の

意
識
面
を
問
題
視
す
る
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

民
生
委
員
活
動
上
の
悩
み
・

戸
惑
い
の
声
も

「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
課
題

で
多
か
っ
た
の
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
を
行
う
上

で
の
悩
み
が
多
く
見
ら
れ
た
。

複
雑
化
す
る
課
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て

い
け
ば
良
い
の
か
」
と
い
っ
た

率
直
な
疑
問
や
、
個
人
情
報
保

護
を
理
由
に
住
民
の
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
現
状
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
人
口
の
流
動
化
に
よ
っ

て
移
住
者
の
多
い
都
市
部
を
中

心
に
住
民
と
の
接
点
が
持
ち
に

く
い
と
の
声
も
多
く
あ
っ
た
。

よ
く
連
携
す
る
相
談
機
関
・
支
援
機
関
は
ど
こ
で
す
か
。

「
市
町
村
社
協
」
が
最
多
、
自

治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
も
多
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
よ

く
連
携
、
利
用
す
る
相
談
機
関

や
支
援
機
関
は
、「
市
町
村
社

協
」
が
最
も
多
く
全
体
の
24
・

9
%
を
占
め
た
。
次
い
で
「
自
治

会
」
が
16
・
1
%
、「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
14
・
7
%
と

続
き
、「
学
校
」
が
13
・
2
%
、

「
福
祉
事
務
所
・
行
政
」
が

12
・
6
%
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
行
政
区
や
学
校

区
等
の
地
域
に
密
着
し
た
機

　

平
成
24
年
12
月
か
ら
1
月

に
か
け
、
県
内
の
全
て
の
民

生
委
員
児
童
委
員
に
協
力
を

依
頼
し
、
38
市
町
村
民
児
協

1,
2
6
3
名
か
ら
回
答
を
得

た
。
回
答
率
は
60
・
0
%
だ
っ

た
。

調
査
概
要

　回答は「高齢者」、「児童」、「障害者」、「生活困窮」、「複
合的問題」、「その他」の６分野から選んだうえで、その詳
細を記述してもらった。合計690件の回答が寄せられた。

分野別 福祉ニーズ・福祉課題の件数及び割合

高齢者
229, 33.2%

児童
105, 15.2%

障害者 47, 6.8%

生活困窮
102, 14.8%

複合的問題
56, 8.1%

その他
151, 21.9%
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市
町
村
社
協
、
県
社
協
に
期
待
す
る
役
割
は
何
で
す
か
。

福
祉
ニ
ー
ズ
・
課
題
解
決
の
た
め
に
あ
っ
た
ら
い
い
、

必
要
だ
と
思
う
支
援
策
は
何
で
す
か
。

複
合
的
な
課
題
へ
の
対
応
で
日

常
的
な
支
援
体
制
、
専
門
機
関

の
活
用
を
要
望

　
民
生
委
員
が
要
望
す
る
支
援

策
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

5
4
1
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
分
野
別
に
「
高
齢

者
」
、「
児
童
」
、「
障
害
者
」
、

「
そ
の
他
」
の
4
つ
に
分
類
し
、

い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
か
っ

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
機
能
別

の
視
点
か
ら
「
体
制
」
、
「
連

携
」
、「
サ
ー
ビ
ス
」
、「
そ
の

他
」
の
4
つ
に
分
類
し
た
。
各
項

目
の
割
合
と
内
容
は
左
の
と
お

り
。

　
全
体
的
に
は
要
支
援
者
の
多

く
は
一
人
暮
ら
し
や
生
活
困
窮

等
の
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
介
護
の
不
安
や
緊
急
時

の
対
応
、
支
援
者
の
負
担
軽
減

等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
、
見
守
り
等

の
日
常
的
な
支
援
体
制
の
構
築

や
関
係
機
関
と
の
連
携
等
、
よ

り
き
め
細
か
な
支
援
を
求
め
る

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、「
D
V
・
虐
待
」
や

「
ひ
き
こ
も
り
・
ホ
ー
ム
レ

ス
」
等
の
対
応
が
困
難
な
事
例

も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
は
、
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」
や
「
友
愛
訪
問
の
実

施
」
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

に
よ
る
支
援
の
必
要
性
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
支
援
活
動
に
お

け
る
課
題
と
し
て
「
情
報
収
集
・

共
有
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
情
報
交

換
の
実
施
」
や
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
」

を
求
め
る
意
見
が
見
ら
れ
た
。

関
・
団
体
で
あ
る
こ
と
、
住
民

か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
共
通
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
福
祉
以
外
の

分
野
も
含
め
た
幅
広
い
機
関
と

の
連
携
が
見
ら
れ
た
。

「
連
携
」
、「
体
制
」
強
化
へ
の

期
待
が
高
い

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
県

社
協
や
市
町
村
社
協
に
期
待
す

る
役
割
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

4
5
4
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
内
容
別
に
「
体
制
に

関
す
る
こ
と
」
、「
連
携
に
関
す

る
こ
と
」
、「
社
協
へ
の
感
謝
」
、

「
そ
の
他
」
の
4
つ
に
分
類
す
る

と
、「
連
携
に
関
す
る
こ
と
」
が

34
・
1
%
、「
体
制
に
関
す
る
こ

と
」
が
31
・
1
%
で
ほ
ぼ
同
数
と

な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
市
町
村
社
協

が
中
心
と
な
っ
て
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

ほ
し
い
等
、
活
動
に
必
要
な
情

報
共
有
に
よ
る
円
滑
な
支
援
を

要
望
す
る
意
見
が
最
も
多
か
っ

た
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
の

強
化
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
か
か
る
負
担
感
を
少
し
で
も

軽
減
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意

見
も
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
他
、「
社
協
へ
の
感
謝
」

が
21
・
1
%
と
な
り
、
市
町
村

社
協
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を

評
価
す
る
意
見
等
が
含
ま
れ

た
。

各種制度の情報
提供、福祉マップ
の活用、友愛訪問
等の実施

福祉サービスの
充実、福祉施設の
設置・増設

情報交換の実施
やニーズや支援
策 を コ ー デ ィ
ネートする機関
の設置

民生委員活動に
おけるアドバイ
ザーの配置、関係
機関との連携・情
報交換

子育てや生活・就
労支援

障害者福祉サー
ビス・設備の充
実、専門相談機関
の設置

居場所づくり、学
習・見守り支援

見守り支援や介
護・看護の提供

行政、社協、ＮＰ
Ｏ

在宅介護支援セ
ンター、公民館

社協、行政

ボランティア団
体、自治会

ボランティアや
公民館の利用、宿
泊事業の実施

手話通訳の活用、
グループホーム
の設置

ボランティア、自
治会、老人会

地域包括支援セ
ンター、在宅介護
支援センター

若年者への関わ
り方、ホームレス
への対応、急病時
の対応

ＤＶ・虐待、ひき
こもり、行政の対
応

委員活動に必要
な情報（個人情
報）が関係機関と
共有できていな
い

情報収集が困難、
情報交換が少な
い

急病時の対応、住
居の確保

社会参加、介助負
担、緊急・災害時
対応

不登校、非行

安否確認、介護の
負担（認知症への
対応）

49件
（14.9％）

81件
（24.7％）

82件
（25.0％）

116件
（35.4％）

58件
（27.2％）

25件
（11.7％）

37件
（17.4％）

93件
（43.7％）

支援の方向性課　題件数・割合 連　携　先

高齢者

児　童

障害者

その他

体　制

連　携

サービス

その他

分
　
　
野
　
　
別

機
　
　
能
　
　
別

※
調
査
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
町
村
民
児
協

及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
へ
紙
面
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。


